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縄
文
時
遊
館
に
本
格
的
な
展
示

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
重
要
文

化
財
の
展
示
を
は
じ
め
、
ク
リ
の

木
柱
な
ど
、
こ
れ
ま
で
公
開
で
き

な
か
っ
た
多
数
の
出
土
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
わ
か
り
や

す
い
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
　 

◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆
　
　
　

　
入
り
口
は
「
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル

ト
ン
ネ
ル
」
と
な
っ
て
お
り
、
一

本
の
線
で
現
代
か
ら
縄
文
時
代
へ

と
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
を
入
る
と
、
縄
文
人
の
少
年
と

犬
が
出
迎
え
ま
す
。

　
展
示
室
は
左
側
が
「
縄
文
人
の

こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
重

要
文
化
財
を
中
心
に
、
遺
跡
の
特

徴
的
な
出
土
品
が
並
び
ま
す
。「
大

型
板
状
土
偶
」、「
大
型
木
柱
」
な

ど
が
、
薄
暗
い
中
に
浮
か
び
上
が

る
よ
う
に
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
右
側
は
「
縄
文
人
の
生
き
る
姿
」

と「
縄
文
人
の
く
ら
し
を
ひ
も
と
く
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
狩
り
や
漁
な
ど
、

コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま

住
居
も
復
元
し
、
中
の

人
形
は
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
暮
ら
し
の
道
具

な
ど
の
様
子
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
重
要
文
化
財
は
約
五

百
点
、
総
展
示
数
は
千

六
百
点
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
展
示
の
最
後
は
「
縄

文
文
化
展
示
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
三
内
丸
山
遺

跡
の
最
新
情
報
や
、
世

界
遺
産
に
関
連
し
た
縄

文
遺
跡
群
、
県
内
の
遺

跡
の
情
報
な
ど
縄
文
文

化
全
般
に
関
す
る
展
示

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ん
、
三
上
彰
護
く
ん
も
除
幕
式

に
元
気
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　
三
村
知
事
の
挨
拶
、林
光
男
「
青

森
県
の
縄
文
遺
跡
群
」
世
界
遺
産

を
め
ざ
す
会
会
長
の
祝
辞
、
来
賓

紹
介
（
長
尾
忠
行
青
森
県
議
会
議

長
、
高
樋
憲
青
森
県
議
会
文
教
公

安
委
員
会
委
員
長
）
に
続
い
て
、

三
内
西
小
学
校
四
年
生
中
村
寿
美

花
さ
ん
も
参
加
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加

し
た
方
々
が
、
続
い
て
一
般
の

方
々
が
「
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　「
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
完
成
で
、
屋
外
の
遺
跡
、
室
内

で
の
出
土
品
と
、
遺
跡
の
情
報
を

総
合
的
に
公
開
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
三
内
丸
山
遺
跡

に
広
が
る
縄
文
世
界
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

　
新
し
い
展
示
室
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
、
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

八
四
十
通
以
上
も
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
「
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　 

◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆
　
　
　

　
七
月
九
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、初
め
に
愛
称
「
さ

ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
村
申
吾

青
森
県
知
事
、
橋
本
都
青
森
県
教

育
委
員
会
教
育
長
と
と
も
に
、
三

内
西
小
学
校
四
年
生
の
中
嶋
七
海

5050

す
。
展
示
品
と
と

も
に
、
多
く
の
等

身
大
の
人
形
で

様
々
な
生
活
の
場

面
を
再
現
し
て
い

ま
す
。デ
ジ
タ
ル

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

で
は
展
示
の
解
説

を
し
て
い
ま
す
。

　
階
段
状
に
並
べ

ら
れ
た
百
三
十
点

以
上
の
土
器
、
長

さ
十
四
メ
ー
ト
ル

も
の
南
盛
土
の
は

ぎ
取
り
は
、
遺
跡

の
時
間
の
長
さ
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
竪
穴

【テープカットの様子】

【少年と犬】

【縄文人のこころコーナー】

【多数の土器】



墓
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
査

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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「
三
内
丸
山
縄
文
教
室
」
は
縄
文
時
代
と
同
じ
材
料
を
使
っ
て
、
針

な
ど
の
道
具
を
作
っ
た
り
使
っ
て
み
る
教
室
で
す
。
十
月
以
降
は
、

鹿
の
骨
を
使
っ
た
釣
針
作
り
と
魚
釣
り
体
験
、
石
斧
に
よ
る
立
木
の

伐
採
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。
小
学
三
年
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
で
す
。

　
「
三
内
丸
山
縄
文
講
座
」
は
三
内
丸
山
ム
ラ
の
自
然
と
そ
の
利
用
を

テ
ー
マ
と
し
、
全
五
回
行
い
ま
す
。
す
で
に
「
三
内
丸
山
ム
ラ
の
自

然
環
境
」
、「
現
代
の
森
と
縄
文
時
代
の
森
に
つ
い
て
」
と
遺
跡
見
学
、

「
森
の
め
ぐ
み
」
と
木
の
実
の
加
工
体
験
を
行
い
、
秋
以
降
「
縄
文
人

の
木
材
利
用
」
と
木
こ
り
体
験
、「
縄
文
人
の
食
」
と
調
理
体
験
を
行

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
高
校
生
以
上
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
参
加
下
さ
い
。

多
く
の
方
々
に
縄
文
時
代
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
体
験
学
習
「
三
内
丸
山
縄
文
教
室
」
と
「
三
内
丸
山
縄
文
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

休館日休館日

遺跡の開館時間遺跡の開館時間

12 月 30日～１月１日

見学料見学料
無料

６月～９月は９時～18時
10月～５月は９時～17時
（入場は閉館の 30分前まで）

交通機関交通機関
青森市営バス
ＪＲ青森駅から②番乗り場「運転免許センター」行き、
三内丸山遺跡前で下車　料金 300円

ボランティアガイドの定時案内ボランティアガイドの定時案内
１回目は９時 15分から
その後は10時から１時間ごと、　最後は 16時から
※10/１～３/31 は最後は 15：30から

見学の問い合わせ先 017－766－8282
（三内丸山応援隊）

発
掘
調
査
進
行
中

調
査
の
場
所

調
査
の
目
的

調
査
の
公
開

　

縄
文
時
遊
館
か
ら
遺
跡
の
中
心

部
へ
向
か
う
園
路
沿
い
の
左
手

に
、
小
高
い
雑
木
林
の
丘
が
あ
り

ま
す
。
平
成
六
年
の
試
掘
調
査
で
、

こ
の
丘
の
北
側
の
部
分
に
大
量
の

土
器
・
石
器
、
土
偶
や
装
身
具
、

赤
土（
ロ
ー
ム
）な
ど
が
捨
て
ら
れ

た
「
西
盛
土
」
が
み
つ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
広
が
り
は
東
西
六
十

メ
ー
ト
ル
、
南
北
百
メ
ー
ト
ル
以

上
で
、
遺
跡
内
に
確
認
さ
れ
て
い

る
盛
土
の
中
で
は
、
最
も
大
き
な

盛
土
で
す
。
今
年
は
、
西
盛
土
の

南
側
に
あ
た
る
丘
の
頂
上
付
近
で

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
盛
土
の
北
側
を
発

掘
し
、
縄
文
時
代
前
期
末
（
約

五
千
年
前
）
か
ら
中
期
末
（
約

四
千
年
前
）
頃
ま
で
の
約
千
年

間
の
地
層
の
重
な
り
や
、
盛
土

の
近
く
に
見
つ
か
っ
て
い
る
竪

穴
住
居
の
時
期
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
盛
土
南
側

の
範
囲
や
地
層
に
含
ま
れ
て
い

る
遺
物
の
年
代
、
盛
土
の
近
く

で
確
認
さ
れ
て
い
る
道
路
跡
と

の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
層
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
小
さ
な
炭

の
種
類
や
、
捨
て
ら
れ
て
い
る

赤
土
（
ロ
ー
ム
）
が
ど
こ
か
ら

運
ば
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て

も
調
査
し
ま
す
。

　

今
年
も
新
た
に
盛
土
の
中
か

ら
子
ど
も
の
墓
が
三
ヶ
所
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
調
査

で
も
盛
土
の
中
か
ら
子
ど
も
の

墓
が
多
く
み
つ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
調
査
で
、
盛
土
の
成
り

立
ち
と
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の

　

発
掘
調
査
は
、
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
い
て
毎
日
実
施
し
、

午
後
五
時
ま
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
六
月
二
十
二
日
か
ら
は
、

発
掘
調
査
を
担
当
す
る
職
員
が

現
場
を
案
内
し
、
調
査
の
様
子

を
解
説
し
て
い
ま
す
。
午
前
十

時
半
ま
で
に
時
遊
ト
ン
ネ
ル
左

手
園
路
沿
い
に
あ
る
発
掘
調
査

現
場
入
口
ま
で
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
天
候
に
よ
っ
て
は

中
止
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

五
月
二
十
六
日
か
ら
遺
跡
の
西
側
に
位
置
す
る
西
盛
土
で
第
三
十
四
次
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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三内丸山遺跡のご案内

　午前10時半までに
時遊トンネル左手園路沿いにある
発掘調査現場入口に集合。

※天候によっては中止とする
　場合もあります。

現場ガイ ド

土・日・祝祭日を除く
平日午後５時まで

発掘調査の公開

縄
文
教
室

・
縄
文
講
座

縄
文
教
室

・
縄
文
講
座

縄
文
教
室

・
縄
文
講
座

【今年新たに見つかった子どもの墓】

第34次
発掘調査現場

展示室展示室

縄文時遊館
→県立美術館

発掘調査ガイド
　 集合場所

に
し
も
り
ど

【発掘調査の様子】

【発掘調査委員会委員による現地指導】


